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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期
第３四半期
累計期間

第37期
第３四半期
会計期間

第36期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 4,739,513 1,604,056 6,152,780

経常利益（千円） 353,312 98,816 321,397

四半期（当期）純利益（千円） 151,483 36,688 97,090

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） － 767,955 767,955

発行済株式総数（株） － 8,500,000 8,500,000

純資産額（千円） － 3,259,608 3,160,933

総資産額（千円） － 8,998,171 9,184,756

１株当たり純資産額（円） － 383.52 371.91

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
17.82 4.32 11.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7

自己資本比率（％） － 36.2 34.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,957,415 － 2,415,113

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,263,430 － △1,309,860

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△731,384 － △1,042,353

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 276,017 313,417

従業員数（人） － 85 82

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．従業員数は就業人員で記載しており、使用人兼務役員及び受入出向社員を含めております。

４．当社は、関連会社を有していないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりませ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 85  

　（注）　従業員数は、就業人員で記載しており、使用人兼務役員３名及び受入出向社員47名が含まれております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産及び受注の状況

　当社は、パレットレンタル業を営んでいるため、生産及び受注については該当ありません。

(2）賃貸商品の貸与能力

　当第３四半期会計期間末における当社の営業の主力を占める賃貸用資産の保有高（取得価額）は次のとおりであ

ります。

　
種類　

当第３四半期会計期間
（平成20年12月31日現在）

数量（千枚） 金額（千円）

パレット 3,233 10,880,754

その他物流機器 － 1,023,001

合計 － 11,903,756

　（注）　１．その他物流機器については、その形状、種類が一様でないため、数量の記載を省略しております。　　　２．上記

金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）賃貸用資産の購入実績

　当第３四半期会計期間における賃貸用資産の購入実績は次のとおりであります。

　
種類　

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日

　　至　平成20年12月31日）

数量（千枚） 金額（千円）

パレット 67 248,064

その他物流機器 － 　－

合計 － 248,064

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第３四半期会計期間における種類別の販売実績は次のとおりであります。

　

種類別

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日　
　至　平成20年12月31日）　

金額（千円）　

賃貸 レンタル パレット 1,354,707

  その他物流機器 154,069

  計 1,508,777

 リース  3,182

 計 1,511,960

販売 割賦  13,478

 商品  30,316

 再製品  7,419

 計 51,214

 その他  40,881

 合計 1,604,056

　（注）１．「リース」は輸送業者向けの自動車のリースであります。

２．「その他」は利用運送事業に伴う収入であります。

３．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先別

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

三井化学㈱ 279,264 17.4

住友化学㈱ 216,341 13.5

日本通運㈱ 182,555 11.4

４．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間について、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発する世界的な金融市場の

混乱が経済活動に波及し、国内外ともに景気は急減速し、輸出や設備投資の減少、個人消費などが一段と後退し、企

業収益は厳しさを増してきました。

　このような経営環境の中で、今年度最終年度にあたる「第２次躍進経営３ヵ年計画」に基づき、積極的な提案営業

による新規のお客さまの獲得や、既存のお客さまの業容拡大に取組んでまいりました。

　パレットレンタルの売上高は順調に推移し、販売収入が減少したものの売上高は16億４百万円となりました。

　費用面につきましては、収入拡大と品質維持のため増備したパレット等の減価償却費や修理費が増加しましたが、

販売原価等も減少し、販売費及び一般管理費を加えた営業費用は、15億10百万円となりました。

　この結果、当第３四半期会計期間経常利益は98百万円となりました。また、保有有価証券の評価損12百万円を特別

損失に計上したことにより、当第３四半期純利益は36百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動によるキャッシュ・フ

ローは増加しましたが、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローが減少し、当

四半期末残高は２億76百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は５億14百万円となりました。

　これは主に税引前四半期純利益及び減価償却費によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は３億14百万円となりました。

　これは主に、木製パレットをはじめとする貸与資産の増備及び取替え等に要した支出２億45百万円によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、98百万円となりました。

　これは主に、ファイナンス・リース債務の返済によるものであります。

(3）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期末における流動資産の残高は、13億85百万円となりました。

　現金及び預金の増加が主な要因であります。

（固定資産）

　当第３四半期末における固定資産の残高は、76億13百万円となりました。

　貸与資産の償却等による減少が主な要因であります。

（流動負債）

　当第３四半期末における流動負債の残高は、34億69百万円となりました。

　仕入債務残高の減少が主な要因であります。
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（固定負債）

　当第３四半期末における固定負債の残高は、22億69百万円となりました。

　設備投資に要した借入金及び長期リース未払金の減少等が主な要因であります。

（純資産）

　当第３四半期末における純資産の残高は、32億59百万円となりました。

　利益剰余金の増加が主な要因であります。

　

　 (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　なお、貸与資産パレット等の新規調達の計画についても重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,500,000 8,500,000 ジャスダック証券取引所
単元株式数　　

１，０００株

計 8,500,000 8,500,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 8,500,000 － 767,955 － 486,455

（５）【大株主の状況】

        　当第３四半期会計期間において、日本貨物鉄道株式会社から平成20年12月10日付の大量保有報告書の写しの送

付があり、平成20年12月10日現在で所有株式数が641千株の株式を所有している旨の報告を受けたため、平成21年

１月４日現在の株主名簿により同社の保有株式数が641千株であることを確認しております。なお、平成20年９月

30日現在の株主名簿における同社の保有株式数は526千株であります。
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（６）【議決権の状況】

　　　　　当第３四半期会計期間の末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　8,499,000 8,499 単元株式数１，０００株

単元未満株式 普通株式 　　　1,000 － －

発行済株式総数 8,500,000 － －

総株主の議決権 － 8,499 －

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 296 296 255 258 255 249 232 200 205

最低（円） 281 249 232 233 235 219 194 180 200

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2
 404,665

※2
 442,096

受取手形 ※3
 41,401 43,166

レンタル未収金 707,832 706,323

売掛金 133,653 164,518

有価証券 10,172 10,141

その他 89,640 129,159

貸倒引当金 △2,249 △2,991

流動資産合計 1,385,116 1,492,414

固定資産

有形固定資産

貸与資産

賃貸用器具 6,172,145 6,287,457

賃貸用車両 13,366 21,613

貸与資産合計 6,185,511 6,309,071

社用資産

建物 190,448 199,736

土地 644,982 644,982

その他 79,206 81,771

社用資産合計 914,636 926,490

有形固定資産合計 ※1
 7,100,148

※1, ※2
 7,235,561

無形固定資産 138,538 26,071

投資その他の資産

投資有価証券 205,521 233,691

その他 177,665 205,596

貸倒引当金 △8,819 △8,578

投資その他の資産合計 374,368 430,709

固定資産合計 7,613,055 7,692,341

資産合計 8,998,171 9,184,756
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 647,749 554,541

短期借入金 1,100,000 1,050,000

1年内返済予定の長期借入金 1,053,690 1,094,800

1年内償還予定の社債 － ※2
 100,000

リース未払金 550,834 653,398

未払法人税等 46,174 58,966

引当金 14,662 38,481

その他 56,360 88,855

流動負債合計 3,469,471 3,639,041

固定負債

長期借入金 1,444,590 ※2
 1,512,480

長期リース未払金 779,833 796,660

引当金 44,668 75,640

固定負債合計 2,269,091 2,384,781

負債合計 5,738,563 6,023,823

純資産の部

株主資本

資本金 767,955 767,955

資本剰余金 486,455 486,455

利益剰余金 2,025,605 1,933,616

自己株式 △251 △251

株主資本合計 3,279,763 3,187,774

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △20,155 △26,841

評価・換算差額等合計 △20,155 △26,841

純資産合計 3,259,608 3,160,933

負債純資産合計 8,998,171 9,184,756
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 4,739,513

売上原価 3,712,350

売上総利益 1,027,162

割賦販売未実現利益繰入額 2,848

割賦販売未実現利益戻入額 7,648

差引売上総利益 1,031,963

販売費及び一般管理費 ※1
 655,201

営業利益 376,761

営業外収益

受取利息 365

受取配当金 2,449

紛失補償金 67,548

その他 3,683

営業外収益合計 74,047

営業外費用

支払利息 97,496

営業外費用合計 97,496

経常利益 353,312

特別損失

投資有価証券評価損 40,118

特別損失合計 40,118

税引前四半期純利益 313,194

法人税、住民税及び事業税 127,179

法人税等調整額 34,531

法人税等合計 161,711

四半期純利益 151,483
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,604,056

売上原価 1,303,334

売上総利益 300,721

割賦販売未実現利益繰入額 2,319

割賦販売未実現利益戻入額 2,362

差引売上総利益 300,764

販売費及び一般管理費 ※1
 206,730

営業利益 94,034

営業外収益

受取利息 96

受取配当金 818

紛失補償金 35,123

その他 343

営業外収益合計 36,382

営業外費用

支払利息 31,599

営業外費用合計 31,599

経常利益 98,816

特別損失

投資有価証券評価損 12,040

特別損失合計 12,040

税引前四半期純利益 86,776

法人税、住民税及び事業税 56,982

法人税等調整額 △6,894

法人税等合計 50,088

四半期純利益 36,688
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 313,194

減価償却費 1,624,573

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,818

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△30,972

貸倒引当金の増減額（△は減少） △501

受取利息及び受取配当金 △2,815

支払利息 97,496

投資有価証券評価損益（△は益） 40,118

固定資産除却損 54,731

売上債権の増減額（△は増加） 30,422

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,015

仕入債務の増減額（△は減少） 93,207

未払消費税等の増減額（△は減少） △37,965

その他の資産の増減額（△は増加） 27,844

その他の負債の増減額（△は減少） 4,647

小計 2,191,179

利息及び配当金の受取額 2,709

利息の支払額 △94,005

法人税等の支払額 △142,467

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,957,415

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △66,000

定期預金の払戻による収入 66,000

投資有価証券の取得による支出 △710

有形固定資産の取得による支出 △1,143,998

無形固定資産の取得による支出 △118,720

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,263,430

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,250,000

短期借入金の返済による支出 △1,200,000

長期借入れによる収入 800,000

長期借入金の返済による支出 △909,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △512,890

社債の償還による支出 △100,000

配当金の支払額 △59,494

財務活動によるキャッシュ・フロー △731,384

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △37,399

現金及び現金同等物の期首残高 313,417

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 276,017
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　棚卸資産については、従来、総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、総平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これによる、営業

利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるので、前事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末　　　　　　　　　　　　　　（平成20年12月31

日）
前事業年度末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年３月31日）

　※１．有形固定資産の減価償却費累計額

　　　　　貸与資産　　　　5,718,244千円

　　　　　社用資産　　　　　745,310千円

　※１．有形固定資産の減価償却費累計額

　　　　　貸与資産　　　　5,411,937千円

　　　　　社用資産　　　　　718,002千円

　※２．担保に供している資産

　担保に供している資産のうち、財団抵当・抵当権に

ついては当第３四半期会計期間において担保を解除

しております。担保解除後において担保に供している

資産は以下のとおりです。

（質権）

　　　　　定期預金　　　　　 10,820千円

　土地賃貸借契約に伴う原状回復費用の担保に供

しております。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　※３．当第３四半期会計期間末日満期手形

　　　　当第３四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形

交換日をもって決済処理しております。なお、当第３

四半期会計期間末が金融機関の休日であったため、次

の当第３四半期会計期間末日満期手形が期末残高に

含まれております。

　　　　　受取手形　　　　　　4,224千円

　※２．担保に供している資産

（財団抵当・抵当権）

建物 68,584千円

構築物 7,542 

工具器具及び備品 49 

土地 304,781 

計 380,958 

うち財団抵当

建物 27,242千円

構築物 7,542 

工具器具及び備品 49 

土地 108,382 

計 143,216 

同上の対応債務

１年内償還予定の社債　　100,000千円

長期借入金　　　　　　　100,000千円

（質権）

定期預金　　　　　　　　 10,820千円

　土地賃貸借契約に伴う原状回復費用の担保に供

しております。

　　　　　　　　　　───────　　　　

　

　

　

　

　

　

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間（自平成20年４月１日至平成20年12月31日）

　※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　　　従業員給料及び賞与　　　　 293,685千円

　　　　　賞与引当金繰入額　　　　　　14,662千円

　　　　　退職給付引当金繰入額　　　　 2,201千円

　　　　　役員退職慰労引当金繰入額　　 9,275千円

当第３四半期会計期間（自平成20年10月１日至平成20年12月31日）

　※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　　　従業員給料及び賞与　　　　　86,339千円

　　　　　賞与引当金繰入額　　　　　　14,662千円

　　　　　退職給付引当金繰入額　　　　   350千円

　　　　　役員退職慰労引当金繰入額　　 3,237千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 404,665千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △138,820千円
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マネー・マネージメント・ファンド 10,172千円

計 276,017千円

　（注）マネー・マネージメント・ファンドは流動資産の「有価証券」に含めて表示しております。　　　　
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　 8,500,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　 800株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成20年６月24日

定時株主総会
普通株式 59,494 7 平成20年３月31日 平成20年６月25日 利益剰余金　
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（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。

　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計
上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 189,469 165,033 △24,435

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 49,926 40,488 △9,438

(3）その他 － － －

合計 239,395 205,521 △33,874

　（注）　当第３四半期会計期間において、有価証券について12,040千円（その他有価証券で時価のある株式12,040千円）

減損処理を行っております。なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価の50％以上下落した場

合には全て減損処理を行い、30％以上50％未満下落した場合には、回復可能性等を総合的に判断して必要と認

められた額について減損処理を行うものとしております。また、当該投資有価証券評価損につきましては、第３

四半期までは洗替え法を適用し、年度期末では切り放し法を適用いたします。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

      （企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 383.52円 １株当たり純資産額 371.91円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 17.82円 １株当たり四半期純利益金額 4.32円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 151,483 36,688

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 151,483 36,688

期中平均株式数（千株） 8,499 8,499

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月４日

日本パレットプール株式会社

取締役会　御中

監査法人　トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小山　謙司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　明　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本パレットプール

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第37期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本パレットプール株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終

了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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